
資

料

野
田
宇
太
郎
と
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
総
目
次

岡

野

裕

行

令
和
四
年
一
月
十
日
発
行

皇
學
館
論
叢
第
五
十
四
巻
第
四
号

抜
刷



資

料

皇
學
館
論
叢

第
五
十
四
巻
第
四
号

令

和

四

年

一

月

十

日

野
田
宇
太
郎
と
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
総
目
次

岡

野

裕

行

一
︑
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
に
つ
い
て

詩
人
・
編
集
者
と
し
て
活
躍
し
た
野
田
宇
太
郎
︵
一
九
〇
九
〜
一
九
八
四

年
︶
は
︑
一
九
五
〇
年
末
に
文
学
散
歩
を
考
案
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
︒
野
田
は
一
九
五
〇
年
代
に
全
国
各
地
の
文
学
散
歩
関
連
図
書
を

出
版
し
た
後
︑
一
九
六
一
年
に
﹁
文
学
散
歩
友
の
会
﹂
を
結
成
し
︑
雑
誌

﹃
文
学
散
歩
﹄
を
機
関
誌
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
で
︑
文
学
散
歩
の
普
及

活
動
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
︒﹁
文
学
散
歩
友
の
会
﹂
の
活
動
目
的
は
︑

末
尾
の
資
料
に
示
す
よ
う
に
︑
そ
の
設
立
趣
意
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

本
稿
で
は
︑
文
学
散
歩
と
い
う
取
組
み
を
世
の
中
に
普
及
さ
せ
る
に
あ

た
り
︑
野
田
宇
太
郎
が
そ
の
発
展
を
企
図
し
て
発
行
し
続
け
て
き
た
雑
誌

﹃
文
学
散
歩
﹄
の
総
目
次
を
示
す
こ
と
で
︑
今
後
の
文
学
散
歩
研
究
の
基

礎
資
料
を
提
示
し
た
い
︒
な
お
︑
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
は
第
一
号
か
ら
第

十
号
ま
で
は
雪
華
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
が
︑
野
田
と
版
元
と
の
間
に

諍
い
が
生
じ
た
た
め
︑
第
十
一
号
か
ら
最
終
第
二
十
五
号
ま
で
は
︑
発
行

者
が
文
学
散
歩
友
の
会
事
務
局
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
︒

二
︑
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
全
二
十
五
号
総
目
次
の
凡
例

雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
総
目
次
の
凡
例
は
︑
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
︒

①
各
号
の
後
に
︑
発
行
年
月
︑
表
紙
意
匠
担
当
︑
表
紙
絵
担
当
を
記
し
た
︒

②
各
号
の
記
事
ご
と
に
四
角
記
号
︵
■
︶
で
区
切
っ
た
︒

③
各
記
事
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
あ
る
場
合
は
︑
ダ
ッ
シ
ュ
記
号
︵
︱
︶

で
区
切
っ
た
︒

④
各
記
事
に
特
集
名
が
あ
る
場
合
は
︑
記
事
タ
イ
ト
ル
の
前
に
記
し
︑
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記
事
タ
イ
ト
ル
と
の
間
に
イ
コ
ー
ル
記
号
︵
＝
︶
で
結
ん
だ
︒

⑤
記
事
タ
イ
ト
ル
と
著
者
名
は
ス
ラ
ッ
シ
ュ
記
号
︵
／
︶
で
区
切
っ
た
︒

⑥
著
者
名
に
役
割
を
記
す
必
要
が
あ
る
場
合
は
︑著
者
名
の
前
に
記
し
︑

間
を
イ
コ
ー
ル
記
号
︵
＝
︶
で
結
ん
だ
︒

⑦
各
記
事
名
・
著
者
名
の
後
に
︑
収
録
頁
数
を
︹

︺
内
に
記
し
た
︒

三
︑
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
全
二
十
五
号
総
目
次

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
一
号

一
九
六
一
年
一
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表

紙
絵
／
鳥
海
青
児

︻
目
次
︼
■
曇
日
の
シ
エ
ナ
／
阿
部
徹
雄
︹
口
絵
︺
■
創
刊
の
言
葉
／
野

田
宇
太
郎
︹
１
頁
︺
■
幕
末
オ
ラ
ン
ダ
人
の
描
い
た
長
崎
風
光
／
石
田
幹

之
助
︹
２
〜
１
３
頁
︺
■
秋
聲
最
後
の
日
記
／
德
田
一
穗
︹
１
４
〜
１
９

頁
︺
■
紅
聲
窩
小
吟
／
遺
稿
短
歌
＝
吉
井
勇
︹
２
０
〜
２
３
頁
︺
■
續
せ

せ
ら
ぎ
日
記
＝
あ
し
お
と
／
谷
口
吉
郎
︹
２
４
〜
２
８
頁
︺
■
文
学
散
歩

＝
文
学
の
脚
／
野
田
宇
太
郎
︹
２
９
頁
︺
■
新
フ
ラ
ン
ス
文
学
紀
行
＝
ル
・

ブ
ー
ル
ジ
ェ
湖
畔
／
村
松
嘉
津
︹
３
０
〜
３
９
頁
︺
■
と
げ
／
幸
田
文

︹
４
０
〜
４
２
頁
︺
■
母
の
死
／
戸
川
エ
マ
︹
４
２
〜
４
３
頁
︺
■
富
士

の
画
因
／
曾
宮
一
念
︹
４
４
〜
４
６
頁
︺
■
イ
タ
リ
ア
古
都
巡
礼
＝
マ
リ

ア
の
都
シ
エ
ナ
の
都
市
計
画
／
三
輪
福
松
︹
４
７
〜
５
３
頁
︺
■
馬
に
似

た
枯
木
／
若
杉
慧
︹
５
４
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
＝
雪
／
野
田
宇
太
郎

︹
５
５
頁
︺
■
﹁
文
学
散
歩
友
の
会
﹂
趣
意
・
規
約
︹
５
６
頁
︺
■
文
学

散
歩
友
の
会
通
信
︹
５
７
〜
６
３
頁
︺
■
湖
／
高
橋
新
吉
︹
５
８
〜
５
９

頁
︺
■
本
郷
・
東
京
文
学
散
歩
山
の
手
篇
１
＝
本
郷
・
小
石
川
／
野
田
宇

太
郎
︹
６
４
〜
７
７
頁
︺
■
ロ
ザ
リ
オ
／
小
堀
杏
奴
︹
７
８
〜
８
４
頁
︺

■
筆
者
紹
介
︹
８
５
頁
︺
■
編
集
後
記
／
桐
後
亭
︹
８
５
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
二
号

一
九
六
一
年
二
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表

紙
絵
／
脇
田
和

︻
目
次
︼
■
北
京
・
稜
恩
門
／
北
川
桃
雄
︹
口
絵
︺
■
文
学
者
の
旅
＝
上

田
敏
と
旅
／
矢
野
峰
人
︹
１
〜
４
頁
︺
■
文
学
者
の
旅
＝
荷
風
の
旅
／
高

橋
邦
太
郎
︹
４
〜
７
頁
︺
■
長
城
行
／
北
川
桃
雄
︹
８
〜
１
５
頁
︺
■
西

欧
の
民
家
を
描
く
／
向
井
潤
吉
︹
１
６
〜
１
８
頁
︺
■
茨
城
ミ
イ
ラ
行
脚

／
安
藤
更
生
︹
１
９
〜
２
３
頁
︺
■
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
風
車
／
写
真
と

文
＝
阿
部
徹
雄
︹
２
４
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
２
＝
故
郷
の
廃
家
／
野
田

宇
太
郎
︹
２
５
頁
︺
■
妻
籠
日
記
１
／
菊
池
重
三
郎
︹
２
６
〜
３
３
頁
︺

■
新
フ
ラ
ン
ス
文
学
紀
行
２
＝
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
／
村
松
嘉
津
︹
３
４
〜

４
０
頁
︺
■
南
郷
四
季
1
＝
正
月
／
築
添
明
生
︹
４
１
〜
４
６
頁
︺
■
文

学
散
歩
＝
日
本
文
学
の
不
幸
は
詩
の
分
裂
に
あ
る
／
野
田
宇
太
郎
︹
４
７

頁
︺
■
天
拝
古
松
／
安
西
均
︹
４
８
〜
４
９
頁
︺
■
ア
メ
リ
カ
の
文
学
散

歩
／
龍
口
直
太
郎
︹
５
０
〜
５
５
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
通
信
︹
５
６

〜
６
０
頁
︺
■
友
の
会
彙
報
︹
６
１
頁
︺
■
﹁
文
学
散
歩
友
の
会
﹂
規
約
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︹
６
１
頁
︺
■
渓
流
唱
／
横
田
正
知
︹
６
２
頁
︺
■
石
／
徳
田
一
穂
︹
６
３

頁
︺
■
東
京
文
学
散
歩
山
の
手
篇
２
＝
本
郷
・
小
石
川
／
野
田
宇
太
郎

︹
６
４
〜
７
５
頁
︺
■
Ｈ
ハ
ウ
ス
／
江
崎
誠
致
︹
７
６
〜
８
３
頁
︺
■
筆

者
紹
介
︹
８
４
頁
︺
■
編
集
後
記
／
桐
後
亭
︹
８
４
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
三
号

一
九
六
一
年
三
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表
紙
絵
／
海
老
原
喜
之
助

︻
目
次
︼
■
エ
ジ
プ
ト
・
ル
ク
ソ
ー
ル
の
エ
ウ
エ
ル
ゲ
ー
テ
門
／
三
輪
福

松
︹
口
絵
︺
■
架
空
庭
園
に
つ
い
て
／
関
川
左
木
夫
︹
１
〜
１
０
頁
︺
■

島
原
の
城
／
劉
寒
吉
︹
１
１
〜
１
７
頁
︺
■
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
天
文
台
遺

跡
／
吉
田
穂
高
︹
１
８
頁
︺
■
シ
ラ
ク
ー
ザ
の
パ
ピ
ル
ス
／
阿
部
徹
雄
■

文
学
者
の
旅
３
＝
漱
石
と
旅
／
荒
正
人
︹
２
０
〜
２
３
頁
︺
■
文
学
者
の

旅
４
＝
藤
村
の
旅
／
瀬
沼
茂
樹
︹
２
４
〜
２
７
頁
︺
■
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

町
／
高
橋
健
二
︹
２
８
〜
３
１
頁
︺
■
信
州
追
分
の
浅
間
山
／
鱸
利
彦

︹
３
２
〜
３
４
頁
︺
■
文
学
散
歩
＝
国
語
改
革
と
文
学
作
品
／
野
田
宇
太

郎
︹
３
５
頁
︺
■
川
明
り
／
高
田
敏
子
︹
３
６
〜
３
７
頁
︺
■
現
代
奇
人

伝
＝
版
画
家
谷
中
安
規
／
高
橋
新
吉
︹
３
８
〜
４
７
頁
︺
■
文
学
散
歩
友

の
会
通
信
︹
４
８
〜
５
３
頁
︺
■
イ
タ
リ
ア
古
都
巡
礼
＝
ヴ
ィ
ナ
ス
の
都

シ
エ
ナ
／
三
輪
福
松
︹
５
４
〜
６
１
頁
︺
■
南
郷
四
季
２
＝
立
春
前
後
／

築
添
明
生
︹
６
２
〜
６
７
頁
︺
■
﹁
文
学
散
歩
友
の
会
﹂
規
約
︹
６
７
頁
︺

■
父
の
庭
／
室
生
朝
子
︑
横
田
正
知
︹
６
８
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
３
＝

天
授
庵
の
庭
／
野
田
宇
太
郎
︹
６
９
頁
︺
■
資
料
＝
一
葉
の
母
の
幼
名
／

和
田
芳
恵
︹
７
０
〜
７
２
頁
︺
■
東
京
文
学
散
歩
山
の
手
篇
３
＝
本
郷
・

小
石
川
／
野
田
宇
太
郎
︹
７
４
〜
８
７
頁
︺
■
筆
者
紹
介
︹
８
８
頁
︺
■

編
集
後
記
／
野
田
宇
太
郎
︹
８
８
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
四
号

一
九
六
一
年
四
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表
紙
絵
／
奥
村
土
午

︻
目
次
︼
■
建
仁
寺
の
築
地
／
桐
後
亭
︹
口
絵
︺
■
吉
井
勇
の
想
い
出
＝

吉
井
君
を
憶
ふ
／
佐
佐
木
信
綱
︹
１
〜
２
頁
︺
■
吉
井
勇
の
想
い
出
＝
吉

井
勇
君
と
私
と
／
里
見
弴
︹
２
〜
８
頁
︺
■
吉
井
勇
の
想
い
出
＝
若
き
日

の
吉
井
勇
／
長
田
幹
彦
︹
９
〜
１
２
頁
︺
■
吉
井
勇
の
想
い
出
＝
﹁
人
間
﹂

の
頃
の
吉
井
君
／
田
中
純
︹
１
２
〜
１
４
頁
︺
■
吉
井
勇
の
想
い
出
＝
吉

井
さ
ん
と
演
劇
の
思
い
出
／
市
川
猿
之
助
︹
１
４
〜
１
６
頁
︺
■
日
本
文

学
百
景
４
＝
在
り
し
日
の
吉
井
勇
・
一
力
の
暖
簾
／
野
田
宇
太
郎
■
座
談

会
＝
祇
園
の
文
学
／
中
沢
弘
光
︑
金
子
竹
次
郎
︑
杵
屋
田
鶴
︑
野
田
宇
太

郎
︹
１
８
〜
３
２
頁
︺
■
清
水
音
羽
の
滝
︵
下
絵
︶
／
中
沢
弘
光
︹
３
３

頁
︺
■
パ
リ
の
Ｋ
へ
／
伊
藤
廉
︹
３
４
〜
３
６
頁
︺
■
旅
吟
集
︵
俳
句
︶

／
水
原
秋
桜
子
︹
３
７
頁
︺
■
南
島
︵
セ
イ
ロ
ン
断
片
︶
／
阿
部
知
二
︹
３
８

〜
４
３
頁
︺
■
妻
籠
日
記
２
／
菊
池
重
三
郎
︹
４
４
〜
５
２
頁
︺
■
文
学

散
歩
＝
文
学
碑
は
美
し
く
／
桐
後
亭
︹
５
３
頁
︺
■
新
フ
ラ
ン
ス
文
学
紀

行
３
＝
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
Ⅱ
／
村
松
嘉
津
︹
５
４
〜
６
２
頁
︺
■
文
学
散

野
田
宇
太
郎
と
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
総
目
次
︵
岡
野
︶
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歩
友
の
会
通
信
︹
６
３
〜
６
９
頁
︺■
僕
よ

何
処
に
／
詩
＝
丸
山
薫︹
６
４

〜
６
５
頁
︺
■
文
学
者
の
旅
５
＝
牧
水
の
旅
／
長
谷
川
銀
作
︹
７
０
〜

７
３
頁
︺
■
本
の
紹
介︹
７
４
頁
︺■
蒲
原
有
明
先
生
の
写
真
／
森
豊︹
７
５

頁
︺
■
岩
盤
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
／
阿
部
徹
雄
■
追
分
の
石
仏
／
堀
多
恵
子
︑

横
田
正
知
■
南
郷
四
季
３
＝
早
春
／
築
添
明
生
︹
７
８
〜
８
３
頁
︺
■
萩

原
朔
太
郎
の
新
発
見
資
料
／
市
川
為
雄
︹
８
３
頁
︺
■
一
代
男
の
詩
／
森

銑
三
︹
８
４
〜
８
７
頁
︺
■
友
の
会
彙
報
︹
８
９
頁
︺
■
﹁
文
学
散
歩
友

の
会
﹂
規
約
︹
８
９
頁
︺
■
城
ヶ
島
便
り
／
上
林
暁
︹
９
０
〜
９
９
頁
︺

■
筆
者
紹
介
︹
１
０
０
頁
︺
■
編
集
後
記
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
０
０
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
五
号

一
九
六
一
年
五
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表

紙
絵
／
森
芳
雄

︻
目
次
︼
■
リ
ン
カ
ー
ン
臨
終
の
家
／
高
橋
邦
太
郎
︹
口
絵
︺
■
古
典
を

ど
う
す
る
か
︵
文
学
散
歩
︶︹
１
頁
︺
■
平
田
禿
木
の
南
英
／
福
原
麟
太

郎
︹
２
〜
７
頁
︺
■
若
き
日
の
和
辻
哲
郎
／
後
藤
末
雄
︹
８
〜
１
２
頁
︺

■
銀
座
の
今
昔
／
絵
と
文
＝
鈴
木
信
太
郎
︹
１
４
〜
１
８
頁
︺
■
妻
籠
日

記
３
／
菊
池
重
三
郎
︹
１
９
〜
２
７
頁
︺
■
ザ
ッ
キ
ン
の
〝
破
壊
さ
れ
た

都
市
〟
／
写
真
と
文
＝
阿
部
徹
雄
︹
２
８
頁
︺
■
ウ
シ
ュ
マ
ル
の
遺
跡
／

写
真
と
文
＝
吉
田
穂
高
︹
２
９
頁
︺
■
牛
乳
と
り
／
日
夏
耿
之
介
︹
３
０

〜
３
３
頁
︺
■
郵
便
局
界
隈
︵
詩
︶
／
村
野
四
郎
︹
３
４
〜
３
５
頁
︺
■

新
フ
ラ
ン
ス
文
学
紀
行
４
＝
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
Ⅲ
／
村
松
嘉
津
︹
３
６
〜

４
４
頁
︺
■
本
の
紹
介
︹
４
５
頁
︺
■
﹃
長
流
﹄
十
巻
覚
え
書
／
島
本
久

恵
︹
４
６
〜
４
９
頁
︺
■
南
郷
四
季
４
／
築
添
明
生
︹
５
０
〜
５
５
頁
︺

■
手
／
写
真
と
文
＝
徳
田
一
穂
■
日
本
文
学
百
景
５
＝
燈
台
に
て
／
写
真

と
文
＝
野
田
宇
太
郎
︹
５
７
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
通
信
︹
５
８
〜

６
３
頁
︺
■
夭
折
の
天
才
的
作
家
山
口
寒
水
／
市
川
為
雄
︹
６
４
〜
６
７

頁
︺
■
東
京
文
学
散
歩
山
の
手
篇
４
＝
本
郷
・
小
石
川
／
野
田
宇
太
郎

︹
６
８
〜
７
９
頁
︺
■
秘
密
︵
小
説
︶
／
小
田
嶽
夫
︹
８
０
〜
８
７
頁
︺

■
﹁
文
学
散
歩
友
の
会
﹂
規
約
︹
８
８
頁
︺
■
筆
者
紹
介
︹
８
９
頁
︺
■

編
集
後
記
／
野
田
宇
太
郎
︹
８
９
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
六
号

一
九
六
一
年
六
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表

紙
絵
／
石
井
柏
亭

︻
目
次
︼
■
修
学
院
離
宮
／
谷
口
吉
郎
︹
口
絵
︺
■
三
人
の
画
家
／
野
田

宇
太
郎
︹
１
頁
︺
■
特
集
三
人
の
画
家
＝
織
田
一
麿
君
の
こ
と
／
中
沢
弘

光
︹
２
〜
４
頁
︺
■
特
集
三
人
の
画
家
＝
木
村
荘
八
の
事
／
中
川
一
政
︹
５

〜
８
頁
︺
■
特
集
三
人
の
画
家
＝
石
井
柏
亭
先
生
／
鈴
木
長
三
郎
︹
８
〜

９
頁
︺
■
墨
水
両
岸
︵
遺
稿
︶
／
石
井
柏
亭
︹
１
０
〜
１
１
頁
︺
■
父
の

思
い
出
／
石
井
潤
︹
１
２
〜
１
５
頁
︺
■
鵠
沼
の
頃
／
岸
田
麗
子
︹
１
６

〜
１
９
頁
︺
■
岸
田
劉
生
と
椿
貞
雄
／
東
珠
樹
︹
２
０
〜
２
６
頁
︺
■
弥

十
郎
日
記
／
大
島
正
満
︹
２
７
〜
３
３
頁
︺
■
ロ
ー
マ
の
吊
燈
／
吉
田
穂

高
︹
３
４
頁
︺
■
マ
ル
ロ
オ
の
家
／
小
松
清
・
阿
部
徹
雄
︹
３
５
〜
４
５
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頁
︺
■
ブ
ラ
ジ
ル
文
学
散
歩
／
湯
浅
克
衛
︹
４
６
〜
５
３
頁
︺
■
新
フ
ラ

ン
ス
文
学
紀
行
５
＝
エ
ル
ム
ノ
ン
ヴ
ィ
ル
Ⅰ
／
村
松
嘉
津
︹
５
４
〜
６
１

頁
︺
■
妻
籠
日
記
４
／
菊
池
重
三
郎
︑
写
真
＝
沢
修
二
︹
６
２
〜
６
９
頁
︺

■
日
本
文
学
百
景
６
＝
大
石
誠
之
助
の
墓
／
野
田
宇
太
郎
︹
７
０
頁
︺
■

草
津
湯
も
み
唄
／
中
沢
晃
三
・
横
田
正
知
︹
７
１
〜
７
７
頁
︺
■
文
学
散

歩
友
の
会
通
信
︹
７
８
〜
８
３
頁
︺
■
城
に
て
／
神
保
光
太
郎
︹
８
０
〜

８
１
頁
︺
■
本
の
紹
介
︹
８
４
頁
︺
■
福
井
行
／
山
口
誓
子
︹
８
５
頁
︺

■
入
梅
の
こ
ろ
／
萩
原
葉
子
︹
８
６
〜
８
７
頁
︺
■
散
歩
に
出
る
／
堀
木

克
三
︹
８
８
〜
８
９
頁
︺
■
唐
津
／
寺
田
竹
雄
︹
９
０
〜
９
２
頁
︺
■
﹁
文

学
散
歩
友
の
会
﹂
規
約
︹
９
２
頁
︺
■
稲
舟
の
柳
／
田
中
宇
一
郎
︹
９
３

〜
９
５
頁
︺
■
隠
岐
紀
行
／
相
良
義
重
︹
９
５
〜
９
７
頁
︺
■
南
郷
四
季

５
／
築
添
明
生
︹
９
８
〜
１
０
３
頁
︺
■
風
景
／
斎
田
昭
吉
︹
１
０
３
頁
︺

■
遠
い
記
憶
︵
す
み
か
︶
／
網
田
菊
︹
１
０
４
〜
１
１
０
頁
︺
■
筆
者
紹

介
︹
１
１
１
頁
︺
■
編
集
後
記
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
１
１
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
七
号

一
九
六
一
年
七
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表

紙
絵
／
岩
橋
英
遠

︻
目
次
︼
■
パ
リ
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
の
屋
根
／
吉
田
穂
高
︹
口
絵
︺

■
北
海
道
の
文
化
開
拓
／
桐
後
亭
︹
１
頁
︺
■
積
丹
半
島
／
吉
田
一
穂
︹
２

〜
３
頁
︺
■
さ
い
は
て
の
国
／
長
田
幹
彦
︹
４
〜
７
頁
︺
■
札
幌
／
森
田

た
ま
︹
８
〜
１
１
頁
︺
■
北
大
の
庭
／
阿
部
徹
雄
︹
１
２
頁
︺
■
余
市
の

住
友
鉱
山
を
訪
れ
た
幸
田
文
さ
ん
／
写
真
＝
野
田
宇
太
郎
︹
１
２
〜
１
３

頁
に
別
刷
挿
入
︺
■
さ
び
し
い
記
憶
／
幸
田
文
︹
１
３
〜
１
７
頁
︺
■
北

海
道
の
旅
／
鍋
井
克
之
︹
１
８
〜
２
１
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
規
約

︹
２
１
頁
︺
■
ふ
る
さ
と
ク
ン
ナ
イ
／
和
田
芳
恵
︹
２
２
〜
２
６
頁
︺
■

文
学
と
地
理
／
石
田
龍
次
郎
︹
２
７
〜
３
１
頁
︺
■
北
海
道
と
兆
民
／
嘉

治
隆
一
︹
３
２
〜
３
５
頁
︺
■
有
島
武
郎
と
北
海
道
／
坂
本
浩
︹
３
６
〜

４
１
頁
︺
■
原
始
の
い
ぶ
き
の
中
で
︱
泡
鳴
作
﹁
断
橋
﹂
に
沿
う
て
／
長

尾
宏
也
︹
４
２
〜
４
７
頁
︺
■
最
果
の
呻
き
︱
小
林
多
喜
二
と
北
海
道
／

進
藤
純
孝
︹
４
８
〜
５
４
頁
︺
■
ケ
プ
ロ
ン
の
構
想
／
町
村
金
五
︹
５
５

〜
５
６
頁
︺
■
絵
葉
書
／
佐
藤
欣
次
︹
５
７
〜
５
８
頁
︺
■
北
海
道
の
歌

／
熊
谷
太
三
郎
︹
５
８
〜
６
０
頁
︺
■
さ
い
は
て
の
文
学
碑
／
更
科
源
蔵

︹
６
０
〜
６
５
頁
︺
■
北
海
道
の
詩
／
佐
藤
喜
一
︹
６
６
〜
６
７
頁
︺
■

北
海
道
短
歌
紀
行
／
相
良
義
重
編
︹
６
８
〜
７
３
頁
︺
■
対
談

函
館
と

啄
木
／
宮
崎
郁
雨
・
野
田
宇
太
郎
︹
７
４
〜
８
１
頁
︺
■
金
成
ま
つ
刀
自

を
語
る
／
金
田
一
京
助
︹
８
２
〜
８
５
頁
︺
■
ア
イ
ヌ
の
舞
踊
／
本
多
安

次
︹
８
６
〜
８
９
頁
︺
■
成
石
修
の
﹃
東
徼
私
筆
﹄
／
大
野
良
子
︹
９
０

〜
９
５
頁
︺
■
友
の
会
彙
報
︹
９
５
頁
︺
■
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ブ
ラ
キ
ス
ト

ン
／
内
田
清
之
助
︹
９
６
〜
９
９
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
７
＝
新
島
襄
の

日
本
脱
出
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
０
０
頁
︺
■
蚤
の
市
／
高
橋
邦
太
郎

︹
１
０
１
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
通
信
︹
１
０
３
〜
１
０
６
頁
︺
■
藤

村
の
﹁
春
﹂
に
関
す
る
漱
石
書
簡
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
０
４
〜
１
０
５
頁
︺

野
田
宇
太
郎
と
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
総
目
次
︵
岡
野
︶
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■
南
郷
四
季
６
／
築
添
明
生
︹
１
０
７
〜
１
１
１
頁
︺
■
妻
籠
日
記
５
／

菊
池
重
三
郎
︑
写
真
＝
沢
修
二
︹
１
１
２
〜
１
２
０
頁
︺
■
絵
の
あ
る
眺

め
／
菊
村
到
︹
１
２
２
〜
１
２
８
頁
︺
■
筆
者
紹
介
︹
１
２
９
頁
︺
■
編

集
後
記
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
２
９
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
八
号

一
九
六
一
年
八
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表

紙
絵
／
荻
太
郎

︻
目
次
︼
■
夕
陽
に
沈
む
タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
／
千
地
琇
也
︹
口
絵
︺
■
消

え
た
広
重
の
墓
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
頁
︺
■
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家
た
ち

／
宮
川
寅
雄
︹
２
〜
９
頁
︺■
文
学
者
の
旅
６
＝
島
村
抱
月
の
旧
居
︱
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
金
城
村
／
川
副
国
基
︹
１
０
〜
１
５
頁
︺
■
エ
セ
ド
ラ

の
噴
水
／
阿
部
徹
雄
︹
１
６
頁
︺
■
火
の
床
／
横
田
正
知
︹
１
７
頁
︺
■

詩
人
の
故
郷
︱
イ
ス
パ
ニ
ア
文
学
紀
行
／
興
津
憲
作
︹
１
８
〜
２
６
頁
︺

■
新
フ
ラ
ン
ス
文
学
紀
行
６
＝
エ
ル
ム
ノ
ン
ヴ
ィ
ル
２
／
村
松
嘉
津

︹
２
７
〜
３
５
頁
︺
■
杭
州
西
湖
と
西
湖
物
語
／
小
田
嶽
夫
︹
３
６
〜

４
４
頁
︺
■
栃
木
県
文
学
地
図
／
栃
木
県
文
学
散
歩
の
会
編
︹
４
５
頁
︺

■
失
っ
た
季
節
／
阪
本
越
郞
︹
４
６
〜
４
７
頁
︺
■
吉
井
勇
氏
の
事
ど
も

／
小
杉
放
庵
︹
４
８
〜
５
１
頁
︺
■
月
夜
田
の
吉
井
勇
︱
孝
子
夫
人
の
こ

と
ど
も
／
西
村
大
成
︹
５
２
〜
５
４
頁
︺
■
近
代
奇
人
伝
２
＝
鈴
木
鼓
村

翁
の
こ
と
／
雨
田
光
平
︹
５
６
〜
５
９
頁
︺
■
妻
籠
日
記
６
／
菊
池
重
三

郎
︑
写
真
＝
沢
修
二
︹
６
０
〜
６
８
頁
︺
■
﹁
文
学
散
歩
友
の
会
﹂
規
約

︹
６
８
頁
︺
■
軽
の
里
／
高
田
良
蔵
︹
６
８
〜
６
９
頁
の
間
に
別
刷
挿
入
︺

■
水
島
︵
万
葉
集
歌
枕
︶
／
堀
田
勇
︹
６
８
〜
６
９
頁
の
間
に
別
刷
挿
入
︺

■
本
の
紹
介
︹
６
９
頁
︺
■
南
郷
四
季
７
／
築
添
明
生
︹
７
０
〜
７
４
頁
︺

■
そ
ご
う
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
︹
７
４
〜
７
５
頁
の
間
に
別
刷

挿
入
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
通
信
︹
７
５
〜
８
２
頁
︺
■
石
の
花
／
川
口

敏
男
︹
７
６
〜
７
７
頁
︺
■
東
京
文
学
散
歩
山
の
手
篇
５
＝
本
郷
・
小
石

川
／
野
田
宇
太
郎
︹
８
４
〜
９
５
頁
︺
■
指
環
／
森
茉
莉
︹
９
６
〜
１
０
２

頁
︺
■
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ド
ン
の
死
︱
あ
る
人
間
心
理
の
研
究
／
作
＝
ア
ア

ネ
ス
ト
・
ダ
ウ
ス
ン
︑
訳
＝
関
川
左
木
夫
︹
１
０
３
〜
１
１
２
頁
︺
■
筆

者
紹
介
︹
１
１
３
頁
︺
■
編
集
後
記
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
１
３
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
九
号

一
九
六
一
年
九
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表

紙
絵
／
橋
本
明
治

︻
目
次
︼
■
ポ
ン
ペ
イ
の
街
路
／
坂
崎
乙
郎
︹
口
絵
︺
■
弥
次
馬
と
文
学

者
／
桐
後
亭
︹
１
頁
︺
■
二
人
の
娘
︱
ポ
ン
ペ
イ
の
一
夜
／
坂
崎
乙
郎
︹
２

〜
７
頁
︺
■
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
万
国
博
覧
会
／
高
階
秀
爾
︹
８
〜
１
１
頁
︺

■
巴
里
祭
／
村
松
嘉
津
︹
１
２
〜
１
５
頁
︺
■
道
成
寺
／
徳
田
一
穂
︹
１
６

頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
８
＝
柳
川
の
昼
鼡
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
７
頁
︺

■
高
麗
郷
／
野
口
赫
宙
︹
１
８
〜
２
７
頁
︺
■
野
川
の
四
季
／
富
永
次
郎

︹
２
８
〜
３
２
頁
︺
■
柳
川
に
て
／
東
山
魁
夷
︹
３
４
〜
３
６
頁
︺
■
文

学
散
歩
友
の
会
通
信
︹
３
７
〜
４
４
頁
︺
■
集
錦
写
真
／
郎
静
山
︹
４
５
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〜
４
７
頁
︺
■
郎
静
山
氏
／
金
丸
重
嶺
︹
４
７
頁
︺
■
演
歌
昔
と
今
／
添

田
知
道
︹
４
８
〜
５
１
頁
︺
■
妻
籠
日
記
７
／
菊
池
重
三
郎
︑
写
真
＝
沢

修
二
︹
５
２
〜
６
０
頁
︺
■
桃
／
橋
本
明
治
︹
６
０
頁
︺
■
友
の
会
彙
報

︹
６
１
頁
︺
■
本
の
紹
介
︹
６
１
頁
︺
■
南
郷
四
季
８
＝
蝉
し
ぐ
れ
／
築
添

明
生
︹
６
２
〜
６
５
頁
︺
■
﹁
文
学
散
歩
友
の
会
﹂
規
約
︹
６
５
頁
︺
■
石

川
啄
木
未
発
表
歌
稿
ノ
ー
ト
︵
一
︶
︱
﹁
ヒ
マ
ナ
時
﹂
以
前
／
石
川
正
雄

︹
６
６
〜
７
２
頁
︺
■
東
京
文
学
散
歩
山
の
手
篇
６
＝
本
郷
・
小
石
川
／

野
田
宇
太
郎
︹
７
４
〜
８
４
頁
︺
■
吹
雪
の
宿
／
小
堺
昭
三
︹
８
５
〜
９
２

頁
︺
■
筆
者
紹
介
︹
９
３
頁
︺
■
編
集
後
記
／
野
田
宇
太
郎
︹
９
３
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
十
号

一
九
六
一
年
十
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表

紙
絵
及
び
扉
絵
／
中
西
利
雄

︻
目
次
︼
■
十
和
田
湖
／
生
出
正
︹
口
絵
︺
■
特
集
十
和
田
湖
＝
十
和
田

湖
の
一
夜
／
佐
佐
木
信
綱
︹
２
〜
３
頁
︺
■
特
集
十
和
田
湖
＝
桂
月
と
十

和
田
湖
／
大
町
文
衛
︹
４
〜
７
頁
︺
■
特
集
十
和
田
湖
＝
十
和
田
湖
／
草

野
心
平
︹
８
〜
１
３
頁
︺
■
湖
畔
の
像
／
文
＝
谷
口
吉
郎
■
湖
畔
の
像
／

写
真
＝
平
山
忠
治
︹
１
４
〜
１
５
頁
の
間
に
別
刷
挿
入
︺
■
子
ノ
口
付
近

湖
畔
の
結
氷
／
生
出
正
︹
１
４
〜
１
５
頁
の
間
に
別
刷
挿
入
︺
■
﹁
文
学

散
歩
﹂
に
つ
い
て
の
御
挨
拶
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
５
頁
︺
■
桃
／
西
脇
順

三
郎
︹
１
６
〜
１
７
頁
︺
■
歴
史
文
学
管
見
／
佐
藤
春
夫
︹
１
８
〜
２
３

頁
︺
■
謹
告
／
雪
華
社
︹
２
３
頁
︺
■
殺
人
と
文
鳥
／
石
川
達
三
︹
２
４

〜
２
５
頁
︺
■
明
治
年
代
の
大
久
保
／
曽
宮
一
念
︹
２
６
〜
２
９
頁
︺
■

八
月
の
日
記
よ
り
／
堀
多
恵
子
︹
３
０
〜
３
２
頁
︺
■
大
地
／
新
川
和
江

︹
３
３
頁
︺
■
青
野
季
吉
と
﹁
藤
村
記
念
館
﹂
／
堀
川
潭
︹
３
４
〜
３
７
頁
︺

■
証
券
文
士
と
は
何
者
か
／
十
返
肇
︹
３
８
〜
４
０
頁
︺
■
本
の
紹
介

︹
４
１
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
９
＝
木
曽
路
の
は
て
／
野
田
宇
太
郎
■
バ

ル
セ
ロ
ー
ナ
の
美
術
館
の
前
庭
で
／
写
真
＝
阿
部
徹
雄
︹
４
２
〜
４
３
頁

の
間
に
別
刷
挿
入
︺
■
バ
ロ
セ
ロ
ー
ナ
／
小
松
清
︹
４
３
〜
４
８
頁
︺
■

独
白
的
紀
行
／
浅
井
真
男
︹
４
９
〜
５
７
頁
︺
■
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
・
ハ

ン
ト
／
龍
口
直
太
郎
︹
５
８
〜
６
２
頁
︺
■
ロ
ト
ン
ド
の
噴
水
の
ほ
と
り

／
坂
崎
乙
郎
︹
６
３
〜
６
９
頁
︺
■
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
生
地
セ
ー
ト
を
訪
ね

る
／
根
津
憲
三
︹
７
０
〜
７
６
頁
︺
■
墓
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
／
関
野
準
一

郎
︹
７
８
〜
８
０
頁
︺
■
高
村
光
太
郎
の
﹁
彫
塑
雑
記
﹂
／
北
川
太
一
︹
８
１

〜
８
５
頁
︺
■
病
舎
に
て
／
山
本
太
郎
︹
８
６
〜
８
７
頁
︺
■
妻
籠
日
記

８
／
菊
池
重
三
郎
︹
８
８
〜
９
５
頁
︺
■
洛
陽
の
酒
徒
／
矢
倉
年
︹
９
６

〜
１
０
０
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
通
信
︹
１
０
１
〜
１
０
５
頁
︺
■
南

郷
四
季
９
／
築
添
明
生
︹
１
０
６
〜
１
１
２
頁
︺
■
続
弥
十
郎
日
記
／
大

島
正
満
︹
１
１
３
〜
１
１
９
頁
︺
■
石
川
啄
木
未
発
表
歌
稿
ノ
ー
ト
︵
二
︶

／
石
川
正
雄
︹
１
２
０
〜
１
２
５
頁
︺
■
友
の
会
彙
報
︹
１
２
５
頁
︺
■

東
京
文
学
散
歩
山
の
手
篇
７
＝
本
郷
・
小
石
川
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
２
６
〜

１
３
８
頁
︺
■
筆
者
紹
介
︹
１
３
９
頁
︺
■
編
集
後
記
／
野
田
宇
太
郎

︹
１
３
９
頁
︺

野
田
宇
太
郎
と
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
総
目
次
︵
岡
野
︶
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﹃
文
学
散
歩
﹄
第
十
一
号

一
九
六
一
年
十
一
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉

郎

表
紙
絵
／
木
村
荘
八

︻
目
次
︼
■
挨
拶
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
頁
︺
■
ビ
エ
ー
ブ
ル
の
谷
間
と
﹃
オ

ラ
ン
ピ
オ
の
悲
し
み
﹄
／
村
松
嘉
津
︹
２
〜
７
頁
︺
■
本
の
紹
介
︹
７
頁
︺

■
文
学
散
歩
友
の
会
規
約
︹
８
頁
︺
■
山
河
抄
＝
與
謝
野
晶
子
さ
ん
の
声

／
林
原
茅
蓬
︹
９
頁
︺
■
山
河
抄
＝
大
阪
秋
信
／
矢
倉
年
︹
９
〜
１
０
頁
︺

■
山
河
抄
＝
斎
藤
弔
花
翁
記
念
歌
碑
／
矢
野
隆
夫
︹
１
０
〜
１
１
頁
︺
■

山
河
抄
＝
蘆
花
受
洗
の
教
会
堂
／
武
藤
光
麿
︹
１
１
頁
︺
■
山
河
抄
＝
佐

渡
の
吉
井
歌
碑
／
山
本
修
之
助
︹
１
２
頁
︺
■
山
河
抄
＝
元
杢
網
の
生
家

と
墓
／
榎
本
了
︹
１
３
〜
１
４
頁
︺
■
山
河
抄
＝
独
歩
文
学
の
紀
州
の
墓

／
長
門
は
る
子
︹
１
４
〜
１
５
頁
︺
■
山
河
抄
＝
火
野
葦
平
の
墓
の
こ
と

／
小
田
雅
彦
︹
１
５
〜
１
６
頁
︺
■
本
の
紹
介
︹
１
６
頁
︺
■
鶯
の
耳
／

松
崎
好
︹
１
７
頁
︺
■
﹁
バ
ス
に
よ
る
文
学
散
歩
｣と
共
に
／
榊
信
子
︹
１
８

〜
１
９
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
１
０
＝
暮
坂
峠
／
野
田
宇
太
郎
︹
２
０
頁
︺

■
音
の
出
る
本
と
文
学
︱
録
音
版
﹁
隅
田
川
﹂
に
寄
せ
て
／
蘆
原
貢
︹
２
１

頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
全
国
通
信
︹
２
２
〜
２
９
頁
︺
■
東
京
文
学
散

歩
山
の
手
篇
８
＝
本
郷
・
小
石
川
／
野
田
宇
太
郎
︹
３
０
〜
３
３
頁
︺
■

彙
報
︹
３
４
頁
︺
■
編
集
後
記
／
野
田
宇
太
郎
︹
３
５
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
十
二
号

一
九
六
二
年
一
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表
紙
絵
／
織
田
一
麿

︻
目
次
︼
■
詩
︱
こ
の
透
明
の
杖
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
頁
︺
■
谷
川
憲
子

詩
抄
︹
２
〜
８
頁
︺
■
透
明
の
杖
詩
集
＝
樹
の
よ
う
に
／
渡
辺
修
三
︹
９

〜
１
０
頁
︺
■
文
化
彙
報
︹
９
〜
１
５
頁
︺
■
透
明
の
杖
詩
集
＝
栖
・
平
・

慣
・
雨
／
井
上
多
喜
三
郎
︹
１
０
〜
１
２
頁
︺
■
透
明
の
杖
詩
集
＝
吾
が

師
朔
太
郎
／
田
中
克
己
︹
１
２
〜
１
３
頁
︺
■
本
の
紹
介
︹
１
２
〜
１
５

頁
︺
■
壷
／
斎
田
昭
吉
︹
１
３
〜
１
４
頁
︺
■
透
明
の
杖
詩
集
＝
仙
掌
村

／
小
西
秋
雄
︹
１
４
頁
︺
■
透
明
の
杖
詩
集
＝
冬
夜
所
感
／
古
川
清
彦

︹
１
５
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
１
１
＝
沙
羅
の
木
の
庭
／
文
と
写
真
＝
野

田
宇
太
郎
︹
１
６
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
通
信
︹
１
７
〜
２
８
頁
︺
■

深
巷
小
吟
／
橘
馨
︹
２
９
頁
︺
■
北
九
州
友
の
会
消
息
︹
２
９
頁
︺
■
旅

日
記
抄
／
野
田
宇
太
郎
︹
３
０
頁
︺
■
魯
迅
故
居
そ
の
他
／
小
田
嶽
夫

︹
３
１
〜
３
３
頁
︺
■
東
京
友
の
会
消
息
︹
３
３
頁
︺
■
山
河
抄
＝
夕
陽
ヶ

丘
の
詩
碑
／
内
海
信
之
︹
３
４
〜
３
５
頁
︺
■
山
河
抄
＝
北
原
白
秋
の
碑

／
劉
寒
吉
︹
３
５
〜
３
６
頁
︺
■
山
河
抄
＝
与
謝
野
寛
と
北
原
白
秋
／
古

川
清
彦
︹
３
６
〜
３
７
頁
︺
■
山
河
抄
＝
孔
子
様
の
尊
像
／
鍛
治
忠
一

︹
３
７
〜
３
８
頁
︺
■
東
京
文
学
散
歩
・
山
の
手
篇
９
＝
本
郷
・
小
石
川
／

野
田
宇
太
郎
︹
３
９
〜
４
４
頁
︺
■
編
集
後
記
／
野
田
宇
太
郎
︹
４
５
頁
︺

■
友
の
会
事
務
局
か
ら
︹
４
５
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
規
約
︹
４
６
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
十
三
号

一
九
六
二
年
四
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

︻
目
次
︼
■
文
学
尋
ね
人
︹
２
頁
︺
■
渡
川
畔
の
流
刑
地
／
上
林
暁
︹
３
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〜
６
頁
︺
■
秘
め
ら
れ
た
鷗
外
書
簡
と
﹁
遺
言
﹂
／
野
田
宇
太
郎
︹
７
〜

１
０
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
１
２
＝
雪
の
翁
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
１
頁
︺

■
山
河
抄
＝
雪
／
小
西
秋
雄
︹
１
２
頁
︺
■
山
河
抄
＝
日
光
の
芭
蕉
句
碑

／
小
川
和
佑
︹
１
２
〜
１
３
頁
︺
■
山
河
抄
＝
﹁
田
舍
教
師
﹂
の
町
・
行

田
／
榎
本
了
︹
１
３
〜
１
５
頁
︺
■
山
河
抄
＝
﹁
残
雪
﹂
の
宿
／
小
林
一

郎
︹
１
５
〜
１
６
頁
︺
■
山
河
抄
＝
魯
迅
／
小
林
図
︹
１
６
頁
︺
■
鹿
持

雅
澄
の
墓
／
福
留
泰
子
︹
１
６
〜
１
７
頁
︺
■
與
謝
野
寛
の
巴
里
通
信
／

古
川
清
彦
︹
１
７
〜
１
８
頁
︺
■
﹁
島
の
秋
﹂
の
碑
／
相
良
義
重
︹
１
８

〜
１
９
頁
︺
■
龍
ヶ
岡
俳
人
墓
地
／
梅
原
黄
鶴
子
︹
２
０
〜
２
１
頁
︺
■

雪
の
島
山
︵
長
塚
節
の
旅
︶
／
松
田
修
︹
２
２
〜
２
５
頁
︺
■
文
学
散
歩

友
の
会
通
信
︹
２
６
〜
３
２
頁
︺
■
十
七
年
前
／
築
添
明
生
︹
３
３
〜

３
５
頁
︺
■
事
務
局
か
ら
︹
３
５
頁
︺
■
月
ヶ
瀬
の
宿
帳
／
野
田
字
太
郎

︹
３
６
〜
４
０
頁
︺
■
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
コ
ン
ト
＝
キ
ュ
キ
ュ
ニ
ア
ン
の

醫
者
／
作
＝
ル
ー
マ
ニ
ー
ユ
︑
訳
＝
村
松
嘉
津
︹
４
１
〜
４
６
頁
︺
■
編

輯
室
︹
４
７
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
十
四
号
﹁
特
集

回
想
の
岡
田
八
千
代
﹂

一
九
六
二

年
六
月

表
紙
絵
／
辻
永

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

︻
目
次
︼
■
閨
秀
作
家
の
生
涯
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
〜
２
頁
︺
■
閨
秀
作

家
と
し
て
の
岡
田
八
千
代
／
板
垣
直
子
︹
３
〜
７
頁
︺
■
岡
田
さ
ん
の
仕

事
／
戸
板
康
二
︹
８
〜
１
０
頁
︺
■
八
千
代
さ
ん
の
追
憶
と
手
袋
／
森
於

菟
︹
１
１
〜
１
３
頁
︺
■
小
山
内
芹
影
女
史
と
私
／
正
宗
白
鳥
︹
１
４
〜

１
５
頁
︺■
岡
田
八
千
代﹁
青
鞜
﹂所
載
作
品
目
録
／
平
塚
ら
い
て
う︹
１
５

〜
１
６
頁
︺
■
﹁
青
鞜
﹂
の
頃
／
小
林
哥
津
︹
１
６
〜
１
７
頁
︺
■
岡
田

八
千
代
さ
ん
の
こ
と
／
湯
浅
芳
子
︹
１
７
〜
１
９
頁
︺
■
思
ひ
出
さ
れ
る

こ
と
／
里
見
弴
︹
１
９
〜
︺
■
岡
田
八
千
代
女
史
の
こ
と
／
圓
地
文
子

︹
１
９
〜
２
１
頁
︺
■
岡
田
八
千
代
さ
ん
／
木
村
毅
︹
２
２
〜
２
３
頁
︺

■
記
憶
に
の
こ
つ
て
ゐ
る
だ
け
を
／
久
保
田
万
太
郎
︹
２
４
〜
２
５
頁
︺

■
誓
つ
た
こ
と
／
辻
永
︹
２
６
頁
︺
■
芹
影
女
史
／
長
谷
川
春
子
︹
２
７

〜
２
９
頁
︺
■
八
千
代
女
史
と
九
段
中
坂
／
岩
田
藤
七
︹
２
９
〜
３
４
頁
︺

■
恩
師
夫
人
／
有
馬
三
斗
枝
︹
３
４
〜
３
６
頁
︺
■
ア
ト
リ
エ
の
岡
田
夫

人
／
森
田
元
子
︹
３
６
〜
３
８
頁
︺
■
﹁
芽
生
座
﹂
の
こ
と
／
服
部
清
︹
３
９

〜
４
３
頁
︺
■
未
明
座
の
こ
ろ
／
阿
木
翁
助
︹
４
３
〜
４
５
頁
︺
■
支
那

絹
の
前
︵
原
色
︶
／
画
＝
岡
田
三
郎
助
■
晩
年
の
面
影
︵
単
色
︶
／
画
＝

辻
永
■
回
想
寸
信
＝
上
海
の
記
念
写
真
／
戸
川
エ
マ
︹
４
６
頁
︺
■
回
想

寸
信
＝
や
っ
ち
ゃ
ん
／
川
田
順
︹
４
６
頁
︺
■
回
想
寸
信
＝
ほ
の
か
に
／

網
野
菊
︹
４
６
〜
４
７
頁
︺
■
回
想
寸
信
＝
女
流
劇
運
動
家
／
高
橋
邦
太

郎
︹
４
７
頁
︺
■
岡
田
画
伯
夫
人
／
嘉
治
隆
一
︹
４
７
頁
︺
■
回
想
寸
信

＝
虎
の
尾
／
保
高
徳
蔵
︹
４
７
頁
︺
■
回
想
寸
信
＝
才
女
の
悪
口
／
伊
藤

整
︹
４
７
頁
︺
■
思
ひ
出
づ
る
ま
ま
に
／
大
場
白
水
郎
︹
４
８
〜
５
１
頁
︺

■
岡
田
八
千
代
先
生
／
大
岡
龍
男
︹
５
１
〜
５
３
頁
︺
■
わ
ら
び
餅
／
中

村
庄
八
︹
５
３
〜
５
５
頁
︺
■
岡
田
八
千
代
さ
ん
の
思
い
出
／
東
山
千
栄

野
田
宇
太
郎
と
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
総
目
次
︵
岡
野
︶
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子
︹
５
６
〜
５
７
頁
︺
■
美
貌
の
ひ
と
／
柳
永
二
郎
︹
５
７
〜
６
１
頁
︺

■
追
悼
句
集
／
稲
垣
き
く
の
︑
鈴
木
真
砂
女
︑
長
谷
川
湖
代
︑
可
児
松
栄
︑

金
田
靆
子
︑
足
立
文
女
︹
５
８
〜
６
０
頁
︺
■
芽
生
座
と
岡
田
の
お
く
さ

ん
／
花
柳
章
太
郎
︹
６
１
〜
６
２
頁
︺
■
岡
田
八
千
代
さ
ん
を
偲
び
て
／

尾
上
梅
幸
︹
６
２
〜
６
３
頁
︺
■
小
紋
の
似
合
つ
た
芹
影
女
史
／
大
江
良

太
郎
︹
６
４
〜
６
９
頁
︺
■
岡
田
先
生
／
辻
山
春
子
︹
６
９
〜
７
２
頁
︺

■
晩
年
の
岡
田
八
千
代
／
秋
元
松
代
︹
７
２
〜
７
３
頁
︺
■
女
作
家
と
ア

カ
ン
サ
ス
／
田
井
洋
子
︹
７
４
〜
７
６
頁
︺
■
病
床
記
／
杉
浦
章
︹
７
７

〜
７
８
頁
︺
■
事
務
局
よ
り
︹
７
８
頁
︺
■
岡
田
八
千
代
年
譜
︹
７
９
〜

８
５
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
通
信
︹
８
６
〜
９
０
頁
︺
■
文
学
散
歩
友

の
会
規
約
︹
９
１
頁
︺
■
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
コ
ン
ト
２
＝
馬
車
挽
き
／
作

＝
ミ
ス
ト
ラ
ル
︑
訳
＝
村
松
嘉
津
︹
９
２
〜
９
７
頁
︺
■
編
輯
室
︹
９
８

頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
十
五
号
﹁
特
集

鷗
外
生
誕
百
年
の
記
念
﹂

一
九
六
二

年
十
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表
紙
原
色
写
真
／
鷗
外
著
﹁
雁
﹂
表
紙

︻
目
次
︼
■
沙
羅
の
木
／
森
鷗
外
︹
１
頁
︺
■
偉
大
な
る
指
導
者
／
矢
野

峰
人
︹
２
〜
３
頁
︺
■
想
い
出
の
森
鷗
外
／
長
谷
川
如
是
閑
︹
３
〜
４
頁
︺

■
鷗
外
先
生
の
著
述
か
ら
受
け
た
感
化
／
窪
田
空
穂
︹
４
〜
５
頁
︺
■
鷗

外
先
生
に
つ
い
て
／
平
塚
ら
い
て
う
︹
６
〜
７
頁
︺
■
鷗
外
と
ク
ラ
ウ
ゼ

ヰ
ッ
ツ
／
木
村
毅
︹
７
〜
８
頁
︺
■
鷗
外
と
東
洋
的
精
神
／
岡
崎
義
恵
︹
８

〜
９
頁
︺
■
逸
文
一
篇
／
稲
垣
達
郎
︹
９
〜
１
０
頁
︺
■
﹁
諸
国
物
語
﹂

と
﹁
渋
江
抽
斎
﹂
／
中
河
與
一
︹
１
１
〜
１
２
頁
︺
■
こ
ぼ
れ
話
二
三
／

嘉
治
隆
一
︹
１
２
〜
１
３
頁
︺
■
鷗
外
訳
﹁
フ
ァ
ウ
ス
ト
﹂
の
こ
と
／
相

良
守
峯
︹
１
３
〜
１
４
頁
︺
■
鷗
外
と
ユ
ー
モ
ア
と
皮
肉
／
勝
本
正
晃

︹
１
４
〜
１
６
頁
︺
■
作
中
の
画
家
／
曾
宮
一
念
︹
１
６
〜
１
７
頁
︺

■
無
縁
坂
の
お
玉
だ
っ
た
こ
ろ
／
橋
本
多
佳
子
︹
１
７
〜
１
９
頁
︺
■
鷗

外
博
士
に
つ
い
て
の
記
憶
／
颯
田
琴
次
︹
１
９
〜
２
１
頁
︺
■
古
い
日
記

か
ら
／
渋
沢
秀
雄
︹
２
１
〜
２
２
頁
︺
■
鷗
外
略
伝
︹
２
３
〜
３
３
頁
︺

■
日
本
文
学
百
景
１
３
＝
白
毫
寺
の
鷗
外
／
野
田
宇
太
郎
︹
３
４
頁
︺

■
鷗
外
記
念
館
︵
写
真
︶︹
別
刷
で
３
４
頁
と
３
５
頁
の
間
に
別
刷
挿
入
︺

■
鷗
外
記
念
図
書
館
設
計
図
／
谷
口
吉
郎
︹
３
５
頁
︺
■
鷗
外
記
念
事
業

十
七
年
の
記
録
／
野
田
宇
太
郎
︹
３
６
〜
５
１
頁
︺
■
記
念
図
書
館
建
設

離
記
／
井
形
卓
三
︹
５
２
〜
５
４
頁
︺
■
小
倉
の
鷗
外
碑
／
劉
寒
吉
︹
５
５

〜
５
８
頁
︺
■
追
憶
︵
一
つ
の
記
録
︶
／
宮
芳
平
︹
５
９
〜
６
６
頁
︺

■
図
書
寮
の
森
先
生
／
森
永
武
治
︹
６
６
〜
６
８
頁
︺
■
鷗
外
印
譜
の
一

部
︹
別
刷
で
６
８
〜
６
９
頁
の
間
に
別
刷
挿
入
︺
■
観
潮
楼
玄
関
番
列
伝

／
森
於
菟
︹
６
９
〜
７
４
頁
︺
■
﹁
パ
ッ
パ
﹂
と
／
森
茉
莉
︹
７
４
〜

７
９
頁
︺
■
父
と
宗
教
／
小
堀
杏
奴
︹
７
９
〜
８
２
頁
︺
■
観
潮
楼
の
離

れ
／
森
類
︹
８
２
〜
８
５
頁
︺
■
三
度
鷗
外
像
を
彫
刻
し
て
／
武
石
弘
三

郎
︹
８
６
〜
９
４
頁
︺
■
鷗
外
の
像
／
高
田
博
厚
︹
９
４
〜
９
６
頁
︺

■
文
学
散
歩
友
の
会
通
信
︹
９
７
〜
９
８
頁
︺
■
鷗
外
と
魯
迅
／
小
田
嶽
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夫
︹
９
９
〜
１
０
５
頁
︺
■
鷗
外
と
わ
が
新
劇
史
／
戸
板
康
二
︹
１
０
６

〜
１
０
９
頁
︺
■
森
鷗
外
と
横
浜
市
歌
／
鈴
木
二
三
雄
︹
１
１
０
〜
１
１

２
頁
︺
■
事
務
局
よ
り
︹
１
１
２
頁
︺
■
森
鷗
外
と
私
の
父
／
江
口
渙

︹
１
１
３
〜
１
１
９
頁
︺
■
机
上
言
︹
１
２
０
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
十
六
号
﹁
特
集

続
・
鷗
外
生
誕
百
年
の
記
念
﹂

一
九
六
二
年
十
二
月

表
紙
意
匠
／
谷
口
吉
郎

表
紙
／
鷗
外
著
﹁
雁
﹂

赤
表
紙

︻
目
次
︼
■
交
求
堂
主
人
の
話
／
佐
藤
春
夫
︹
１
〜
２
頁
︺
■
大
学
の
自

由
／
成
瀬
正
勝
︹
２
〜
４
頁
︺
■
鷗
外
の
フ
ラ
ン
ス
語
／
畠
中
敏
郎
︹
４

〜
５
頁
︺
■
﹁
即
興
詩
人
﹂
の
思
ひ
出
／
徳
川
義
親
︹
５
〜
６
頁
︺
■
小

説
﹁
雁
﹂
／
内
田
清
之
助
︹
６
〜
７
頁
︺
■
わ
が
鷗
外
文
学
観
／
藤
森
成

吉
︹
７
〜
８
頁
︺
■
津
和
野
で
の
鷗
外
二
十
五
年
忌
／
石
中
象
治
︹
８
〜

９
頁
︺
■
鷗
外
と
伝
統
／
瀬
沼
茂
樹
︹
９
〜
１
１
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景

１
４
＝
津
和
野
の
鯉
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
２
頁
︺
■
観
潮
楼
玄
関
番
列
伝

２
／
森
於
蒐
︹
１
３
〜
１
５
頁
︺
■
森
林
太
郎
と
太
田
正
雄
／
沢
柳
大
五

郎
︹
１
６
〜
１
９
頁
︺
■
柳
田
国
男
と
鷗
外
／
野
田
宇
太
郎
︹
２
０
〜

２
５
頁
︺
■
露
国
戦
役
年
表
／
観
潮
楼
主
人
︹
２
６
〜
２
８
頁
︺
■
解
説

／
今
村
速
男
︹
２
８
〜
２
９
頁
︺
■
鷗
外
の
ペ
ン
ネ
エ
ム
︹
２
９
頁
︺
■

賀
古
鶴
所
と
鷗
外
／
松
原
純
一
︹
３
０
〜
３
７
頁
︺
■
森
鷗
外
と
山
縣
含

雪
／
古
川
清
彦
︹
３
７
〜
４
０
頁
︺
■
常
磐
会
臆
説
／
川
田
茂
一
︹
４
１

〜
４
３
頁
︺
■
森
家
祖
先
の
墓
／
野
田
宇
太
郎
︹
４
４
〜
４
６
頁
︺
■
文

学
散
歩
友
の
会
通
信
︹
４
７
〜
５
２
頁
︺
■
茶
色
の
目
の
こ
と
／
田
中
良

一
︹
５
３
〜
５
８
頁
︺
■
山
河
抄
＝
泣
菫
の
公
孫
樹
／
服
部
忠
志
︹
５
９

〜
６
１
頁
︺
■
山
河
抄
＝
越
生
文
学
散
歩
／
榎
本
了
︹
６
１
〜
６
３
頁
︺

■
山
河
抄
＝
段
降
り
／
林
原
茅
蓬
︹
６
３
〜
６
５
頁
︺
■
山
河
抄
＝
若
松

賤
子
の
碑
／
鈴
木
二
三
雄
︹
６
５
〜
６
７
頁
︺
■
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
コ
ン

ト
３
＝
剣
草
／
作
＝
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
グ
ラ
︑
訳
＝
村
松
嘉
津
︹
６
８
〜

７
２
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
規
約
︹
７
３
頁
︺
■
文
学
散
歩
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
目
録
︹
７
４
〜
７
５
頁
︺
■
机
上
言
／
野
田
宇
太
郎
︹
７
６
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
十
七
号
﹁
特
集

永
井
荷
風
記
念
号
﹂

一
九
六
三
年

四
月

表
紙
絵
／
木
村
荘
八

︻
目
次
︼
■
孤
影
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
〜
２
頁
︺
■
永
井
荷
風
回
想
記
／

森
於
菟
︹
３
〜
９
頁
︺
■
﹃
珊
瑚
集
﹄
と
未
完
成
の
美
／
矢
野
峰
人
︹
１
０

〜
１
３
頁
︺
■
永
井
荷
風
の
こ
と
／
長
田
幹
彦
︹
１
４
〜
１
５
頁
︺
■
日

本
文
学
百
景
１
５
＝
竪
川
の
牡
丹
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
６
頁
︺
■
西
林
寺

の
荷
風
／
写
真
と
文
＝
野
田
宇
太
郎
︹
１
６
頁
と
１
７
頁
の
間
に
別
刷
挿

入
︺
■
回
想
の
永
井
壮
吉
＝
﹃
あ
め
り
か
物
語
﹄
の
出
た
こ
ろ
／
木
村
毅

︹
１
７
〜
１
９
頁
︺
■
回
想
の
永
井
壮
吉
＝
荷
風
先
生
と
フ
ラ
ン
ス
語
／

高
橋
邦
太
郎
︹
１
９
〜
２
０
頁
︺
■
回
想
の
永
井
壮
吉
＝
荷
風
を
探
す
／

澁
澤
秀
雄
︹
２
０
〜
２
３
頁
■
回
想
の
永
井
壮
吉
＝
荷
風
と
パ
リ
／
河
盛

野
田
宇
太
郎
と
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
総
目
次
︵
岡
野
︶
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好
蔵
︹
２
３
〜
２
４
頁
︺
■
回
想
の
永
井
壮
吉
＝
荷
風
と
銀
座
・
浅
草
／

吉
田
精
一
︹
２
５
〜
２
６
頁
︺
■
回
想
の
永
井
壮
吉
＝
断
腸
亭
日
乗
と
疎

開
日
記
／
瀬
沼
茂
樹
︹
２
６
〜
２
８
頁
︺
■
回
想
の
永
井
壮
吉
＝
秘
本
一

巻
／
野
口
冨
士
男
︹
２
８
〜
２
９
頁
︺
■
回
想
の
永
井
壮
吉
＝
一
つ
の
目

的
／
小
堀
杏
奴
︹
２
９
〜
３
１
頁
︺
■
回
想
の
永
井
壮
吉
＝
荷
風
先
生
に

惜
し
い
忘
れ
物
／
佐
藤
観
次
郎
︹
３
１
〜
３
３
頁
︺
■
荷
風
と
柳
北
／
鹽

田
良
平
︹
３
４
〜
３
６
頁
︺
■
荷
風
先
生
追
想
掌
篇
／
大
島
隆
一
︹
３
７

〜
３
９
頁
︺
■
荷
風
と
演
劇
／
安
藤
鶴
夫
︹
４
０
〜
４
２
頁
︺
■
荷
風
山

人
の
人
間
と
私
家
版
淫
東
綺
譚
／
杉
野
橘
太
郎
︹
４
３
〜
４
６
頁
︺
■
﹃
荷

風
伝
﹄
の
一
節
／
秋
庭
太
郎
︹
４
７
〜
５
０
頁
︺
■
古
本
市
場
で
掘
り
出

し
た
﹁
ふ
ら
ん
す
物
語
﹂
初
版
／
山
田
朝
一
︹
５
１
〜
５
３
頁
︺
■
永
井

荷
風
先
生
と
浄
閑
寺
／
岩
野
眞
雄
︹
５
４
〜
５
７
頁
︺
■
永
井
荷
風
追
慕

之
碑
設
計
図
／
谷
口
吉
郎
︹
５
７
頁
︺
■
永
井
荷
風
／
板
垣
直
子
︹
５
８

〜
６
２
頁
︺
■
荷
風
・
八
重
次
の
逢
い
び
き
／
田
中
純
︹
６
３
〜
６
５
頁
︺

■
﹁
神
代
種
亮
小
伝
﹂
に
つ
い
て
／
野
田
宇
太
郎
︹
６
６
頁
︺
■
神
代
種

亮
小
伝
／
後
藤
正
兵
衛
︹
６
７
〜
８
４
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
通
信

︹
８
５
〜
８
８
頁
︺
■
山
河
抄
＝
長
崎
の
斎
藤
茂
吉
故
家
／
田
栗
奎
作

︹
８
９
〜
９
０
頁
︺
■
山
河
抄
＝
武
州
の
小
川
町
／
榎
本
了
︹
９
０
〜

９
１
頁
︺
■
山
河
抄
＝
大
平
越
え
／
小
林
図
︹
９
１
〜
９
２
頁
︺
■
山
河

抄
＝
信
濃
歌
稿
／
林
原
茅
蓬
︹
９
２
〜
９
３
頁
︺
■
山
河
抄
＝
信
濃
路
／

小
西
秋
雄
︹
９
３
頁
︺
■
生
田
春
月
の
碑
／
廣
野
晴
彦
︹
９
４
〜
９
５
頁
︺

■
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
コ
ン
ト
４
＝
夜
話
と
子
供
／
作
＝
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・

グ
ラ
︑
訳
＝
村
松
嘉
津
︹
９
６
〜
９
９
頁
︺
■
机
上
言
︹
１
０
０
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
十
八
号
﹁
特
集

そ
れ
で
も
隅
田
川
は
な
が
れ
て
ゐ
る
﹂

一
九
六
三
年
七
月

︻
目
次
︼
■
木
下
杢
太
郎
に
捧
げ
る
隅
田
川
暮
調
／
野
田
宇
太
郎
︹
口
絵
︺

■
今
昔
隅
田
川
／
佐
佐
木
信
綱
︹
１
〜
３
頁
︺
■
隅
田
川
の
こ
の
上
臭
く

な
ら
ぬ
こ
と
を
願
ふ
／
安
倍
能
成
︹
３
〜
５
頁
︺
■
隅
田
川
を
思
ひ
出
す

／
津
田
青
楓
︹
６
〜
７
頁
︺
■
隅
田
川
へ
の
郷
愁
／
久
松
潜
一
︹
７
〜
９

頁
︺
■
墨
堤
／
西
條
八
十
︹
９
頁
︺
■
は
る
か
な
る
築
地
河
岸
／
山
田
耕

筰
︹
９
〜
１
１
頁
︺
■
わ
が
隅
田
川
／
福
原
麟
太
郎
︹
１
１
〜
１
２
頁
︺

■
汐
入
り
の
池
／
河
竹
繁
俊
︹
１
２
〜
１
３
頁
︺
■
釣
舟
の
記
憶
／
水
原

秋
桜
子
︹
１
４
頁
︺
■
隅
田
川
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
／
桐
後
亭
︹
１
５
〜

１
６
頁
︺
■
思
ひ
出
の
隅
田
川
／
長
谷
川
如
是
閑
︹
１
７
〜
１
９
頁
︺

■
大
川
端
の
思
ひ
出
二
︑
三
／
石
田
幹
之
助
︹
１
９
〜
２
３
頁
︺
■
川
に

そ
ふ
た
町
で
／
小
林
哥
津
︹
２
３
〜
２
７
頁
︺
■
雨
の
大
川
端
／
菱
山
修

三
︹
２
８
〜
４
０
頁
︺
■
そ
れ
で
も
隅
田
は
流
れ
て
ゐ
る
／
野
田
宇
太
郎

︹
２
８
〜
４
０
頁
︺
■
セ
ー
ヌ
と
隅
田
／
村
松
嘉
津
︹
４
１
〜
４
３
頁
︺

■
日
本
文
学
百
景
１
６
＝
隅
田
川
挽
歌
／
写
真
と
文
＝
野
田
宇
太
郎

︹
４
４
頁
︺
■
夢
香
洲
／
高
木
健
夫
︹
４
５
〜
４
７
頁
︺
■
用
と
い
う
字

／
幸
田
文
︹
４
８
〜
４
９
頁
︺
■
建
築
と
水
／
村
松
貞
次
郎
︹
５
０
〜
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５
３
頁
︺
■
惚
れ
て
通
う
橋
／
秋
山
安
三
郎
︹
５
４
〜
５
５
頁
︺
■
春
の

花
見
と
夏
の
花
火
／
神
近
市
子
︹
５
５
〜
５
７
頁
︺
■
お
も
い
出
す
こ
と

あ
れ
こ
れ
／
佐
多
稲
子
︹
５
７
〜
５
９
頁
︺
■
隅
田
川
雑
記
／
渋
沢
秀
雄

︹
５
９
〜
６
１
頁
︺
■
水
の
に
ほ
ひ
／
青
柳
瑞
穂
︹
６
１
〜
６
２
頁
︺

■
屋
形
船
／
徳
川
夢
聲
︹
６
３
〜
６
４
頁
︺
■
隅
田
川
の
思
い
出
／
北
川

桃
雄
︹
６
４
〜
６
７
頁
︺
■
隅
田
川
／
堀
口
大
學
︹
６
５
頁
︺
■
悲
し
き

隅
田
川
／
伊
藤
桂
一
︹
６
７
〜
６
８
頁
︺
■
隅
田
川
叱
り
帳
／
宮
尾
し
げ

を
︹
６
８
〜
７
０
頁
︺
■
隅
田
川
回
想
／
曾
宮
一
念
︹
７
１
〜
７
３
頁
︺

■
ぼ
く
の
隅
田
川
／
高
橋
邦
太
郎
︹
７
３
〜
７
６
頁
︺
■
隅
田
川
い
ま
む

か
し
／
金
子
光
晴
︹
７
６
〜
７
８
頁
︺
■
昔
の
に
お
い
／
三
遊
亭
金
馬

︹
７
９
〜
８
０
頁
︺
■
父
狭
衣
の
思
い
出
／
栗
島
す
み
子︹
８
１
〜
８
５
頁
︺

■
文
学
散
歩
郷
土
史
通
信
︹
８
６
〜
９
４
頁
︺
■
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
コ
ン

ト
５
＝
イ
ン
ゲ
ン
ベ
ル
テ
ィ
嬢
／
作
＝
ル
ー
マ
ニ
ー
ユ
︑
訳
＝
村
松
嘉
津

︹
９
５
〜
１
０
０
頁
︺
■
本
の
紹
介
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
０
１
頁
︺
■
文

学
散
歩
友
の
会
規
約
︵
昭
和
三
十
八
年
八
月
改
正
︶︹
１
０
２
頁
︺
■
本

号
編
輯
に
つ
い
て
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
０
３
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
十
九
号

一
九
六
三
年
十
一
月

表
紙
写
真
／
野
田
宇

太
郎

︻
目
次
︼
■
観
光
と
文
学
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景

１
７
＝
千
駄
木
町
最
後
の
日
／
野
田
宇
太
郎
︹
２
頁
︺
■
中
原
四
十
二
描
・

広
瀬
川
風
景
︹
２
〜
３
頁
目
の
間
に
別
刷
挿
入
︺︺
■
特
集
川
の
声
＝
耳

川
流
域
／
高
森
文
夫
︹
３
〜
５
頁
︺
■
特
集
川
の
声
＝
祝
子
川
／
渡
辺
修

三
︹
５
〜
６
頁
︺
■
特
集
川
の
声
＝
那
珂
川
の
水
は
濁
っ
た
／
原
田
種
夫

︹
６
〜
１
０
頁
︺■
特
集
川
の
声
＝
川
の
あ
る
町
・
篠
山
／
朽
木
史
郎︹
１
０

〜
１
２
頁
︺
■
特
集
川
の
声
＝
揖
斐
川
周
辺
・
桑
名
／
平
岡
潤
︹
１
２
〜

１
７
頁
︺
■
特
集
川
の
声
＝
九
頭
道
川
／
則
武
三
雄
︹
１
７
〜
１
９
頁
︺

■
特
集
川
の
声
＝
二
筋
の
川
／
宮
川
靖
︹
１
９
〜
２
２
頁
︺
■
歌
人
尾
山

篤
二
郎
／
岡
野
他
家
夫
︹
２
３
〜
３
１
頁
︺
■
ラ
イ
ン
・
ネ
ッ
カ
ー
今
昔

／
松
本
徳
明
︹
３
１
頁
︺
■
山
河
抄
＝
宗
祗
出
生
考
／
岩
根
冬
青
︹
３
２

〜
３
３
頁
︺
■
山
河
抄
＝
韓
来
文
化
の
余
栄
︱
鬼
宝
集
斯
の
こ
と
ど
も
／

築
添
正
二
︹
３
３
〜
３
４
頁
︺
■
山
河
抄
＝
近
詠
集
／
林
原
茅
蓬
︹
３
４

頁
︺
■
山
河
抄
＝
武
州
鉢
形
城
／
榎
本
了
︹
３
５
〜
３
６
頁
︺
■
山
河
抄

＝
む
さ
う
あ
ん
の
碑
／
佐
々
木
健
治
︹
３
６
〜
３
７
頁
︺
■
山
河
抄
＝
石

に
さ
す
影
︱
高
麗
郷
の
譜
／
小
林
図
︹
３
７
頁
︺
■
山
河
抄
＝
浄
閑
寺
／

小
西
秋
雄
︹
３
７
〜
３
８
頁
︺
■
山
河
抄
＝
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
通
信
／
村
松

嘉
津
︹
３
８
〜
３
９
頁
︺
■
本
の
紹
介
︹
３
９
頁
︺
■
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の

コ
ン
ト
６
＝
ラ
イ
ア
ノ
城
主
と
挨
拶
／
作
＝
レ
オ
ン
・
ド
・
ベ
ル
リ
ュ
ッ

ク
・
ペ
リ
ュ
シ
︑
訳
＝
村
松
嘉
津
︹
４
０
〜
４
３
頁
︺
■
知
ら
れ
ざ
る
横

浜
文
学
遺
跡
／
鈴
木
二
三
雄
︹
４
４
〜
４
７
頁
︺
■
本
の
紹
介
︹
４
７
頁
︺

■
文
学
散
歩
郷
土
史
通
信
︹
４
８
〜
４
９
頁
︺
■
東
海
文
学
散
歩
︵
知
多

半
島
︶
＝
師
崎
／
野
田
宇
太
郎
︹
５
０
〜
６
２
頁
︺
■
文
学
散
歩
特
輯
合

野
田
宇
太
郎
と
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
総
目
次
︵
岡
野
︶
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本
頒
布
に
つ
い
て
︹
６
３
頁
︺
■
編
輯
後
記
／
野
田
宇
太
郎
︹
６
４
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
二
十
号

一
九
六
四
年
二
月

表
紙
写
真
／
野
田
宇
太
郎

︻
目
次
︼
■
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
コ
ン
ト
７
＝
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ケ
庵
の
隠
者

／
作
＝
ル
ー
マ
ニ
ー
ユ
︑
訳
＝
村
松
嘉
津
︹
１
〜
６
頁
︺
■
鷗
外
の
逸
文

／
森
於
菟
︹
７
〜
２
３
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
１
８
＝
雪
の
飛
騨
に
て
／

野
田
宇
太
郎
︹
２
４
頁
︺
■
演
劇
神
髄
材
料
︵
新
発
表
資
料
︶
／
森
鷗
外

■
山
河
抄
＝
﹁
碧
雲
集
﹂
の
朝
鮮
／
則
武
三
雄
︹
２
５
〜
２
６
頁
︺
■
山

河
抄
＝
桑
名
の
芳
水
詩
碑
／
平
岡
潤
︹
２
６
〜
２
８
頁
︺
■
山
河
抄
＝
西

行
の
高
富
浦
／
下
垣
内
和
人
︹
２
８
〜
２
９
頁
︺
■
山
河
抄
＝
﹁
奥
の
細

道
﹂
の
出
雲
崎
／
山
岸
正
男
︹
２
９
頁
︺
■
山
河
抄
＝
千
駄
木
﹁
猫
の
家
﹂

来
歴
／
野
田
宇
太
郎
︹
２
９
〜
３
１
頁
︺
■
い
き
の
し
ま
た
び
＝
壱
岐
の

文
学
遺
跡
／
原
田
種
夫
︹
３
２
〜
３
４
頁
︺
■
い
き
の
し
ま
た
び
＝
釈
迢

空
の
旅
︵
雪
の
島
山
︶
／
松
田
修
︹
３
４
〜
３
７
頁
︺
■
韓
茂
淑
さ
ん
＝

韓
茂
淑
さ
ん
に
／
野
田
宇
太
郎
︹
３
８
〜
４
０
頁
︺
■
韓
茂
淑
さ
ん
＝
韓

民
淑
夫
人
に
よ
せ
て
／
藤
田
佳
世
︹
４
０
〜
４
１
頁
︺
■
韓
茂
淑
さ
ん
＝

韓
茂
淑
女
史
と
の
箱
根
路
の
旅
／
小
林
紫
香
︹
４
１
頁
︺
■
韓
茂
淑
さ
ん

＝
韓
茂
淑
夫
人
に
お
く
る
／
林
原
茅
蓬
︹
４
２
頁
︺
■
韓
茂
淑
さ
ん
＝
紫

の
星
／
小
西
秋
雄
︹
４
２
頁
︺
■
文
学
散
歩
郷
土
史
通
信
︹
４
３
〜
４
４

頁
︺
■
伊
良
湖
岬
ま
で
︵
東
海
文
学
散
歩
・
渥
美
半
島
の
一
部
︶
／
野
田

宇
太
郎
︹
４
５
〜
６
８
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
二
十
一
号

一
九
六
四
年
六
月

︻
目
次
︼
■
水
へ
つ
づ
く
階
段
／
野
田
宇
太
郎
︹
口
絵
︺
■
風
流
の
人
鈴

木
鼓
村
＝
鼓
村
翁
の
思
い
出
／
田
邊
尚
雄
︹
１
〜
４
頁
︺
■
風
流
の
人
鈴

木
鼓
村
＝
鈴
木
鼓
村
先
生
奇
行
追
想
記
／
森
垣
二
郎
︹
５
〜
９
頁
︺
■
近

作
詩
抄
／
野
田
字
太
郎
︹
１
０
〜
１
４
頁
︺
■
西
片
町
拾
番
地
／
嘉
治
隆

一
︹
１
５
〜
１
７
頁
︺
■
崋
山
の
尺
順
牘
な
ど
／
岡
野
他
家
夫
︹
１
７
〜

２
１
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
１
９
＝
日
本
橋
の
空
／
野
田
宇
太
郎
︹
２
２

頁
︺
■
渥
美
半
島
・
月
ヶ
瀬
の
旅
／
吉
田
節
三
︑
北
原
隆
太
郎
︑
田
島
鶴

治
︑
龍
澤
速
水
︑
久
松
し
げ
︑
林
原
茅
蓬
︑
妹
尾
敏
子
︑
藤
田
佳
世
︑
坂

本
伶
子
︹
２
３
〜
２
９
頁
︺
■
山
河
抄
＝
お
も
か
げ
抄
／
桐
後
亭
︹
３
０

〜
３
６
頁
︺
■
山
河
抄
＝
良
寛
と
貞
心
尼
／
山
岸
正
男
︹
３
６
頁
︺
■
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
コ
ン
ト
８
＝
牝
牛
の
ジ
ヤ
ン
／
作
＝
ミ
ス
ト
ラ
ル
︑
訳
＝
村

松
嘉
津
︹
３
７
〜
４
２
頁
︺
■
文
学
散
歩
史
郷
土
通
信
︹
４
３
〜
４
６
頁
︺

■
昭
和
三
十
九
年
四
月
現
在
・
維
持
会
員
︹
４
６
頁
︺
■
東
海
文
学
散
歩
・

山
道
篇
＝
﹃
日
本
ラ
イ
ン
﹄
／
野
田
宇
太
郎
︹
４
７
〜
６
２
頁
︺
■
文
学

散
歩
友
の
会
規
約
︵
昭
和
三
十
九
年
四
月
改
正
︶
︹
６
３
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
二
十
二
号

一
九
六
四
年
九
月

︻
目
次
︼
■
編
輯
記
／
野
田
宇
太
郎
︹
口
絵
︺
■
石
棺
そ
の
他
／
渡
邊
修

三
︹
１
〜
３
頁
︺
■
詩
三
篇
／
藤
森
成
吉
︹
３
〜
５
頁
︺
■
明
治
二
十
五

年
東
京
現
在
著
作
家
案
内
／
編
集
部
︹
６
〜
１
４
頁
︺
■
素
描
に
つ
い
て
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︵
遺
稿
︶
／
奥
村
博
史
︹
１
５
頁
︺
■
奥
村
博
史
の
裸
婦
素
描
に
つ
い
て

／
平
塚
ら
い
て
う
︹
１
６
〜
１
７
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
２
０
＝
鹿
浦
の

あ
ん
じ
ゆ
堂
／
野
田
宇
太
郎
︹
１
８
頁
︺
■
山
河
抄
＝
古
都
博
多
︱
歴
史

は
こ
の
よ
う
に
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
く
／
原
田
種
夫
︹
１
９
頁
︺
■
山
河

抄
＝
尾
崎
紅
葉
と
佐
渡
／
山
本
修
之
助
︹
２
０
〜
２
３
頁
︺
■
山
河
抄
＝

中
島
敦
と
横
浜
／
鈴
木
二
三
雄
︹
２
３
〜
２
５
頁
︺
■
山
河
抄
＝
芭
蕉
白

魚
句
碑
の
再
建
／
平
岡
潤
五
︹
２
５
〜
２
８
頁
︺
■
事
務
局
よ
り
︹
２
８

頁
︺
■
金
子
竹
次
郎
翁
の
追
想
＝
河
東
節

白
鷺
の
唄
／
磯
田
又
一
郎

︹
２
９
〜
３
１
頁
︺
■
金
子
竹
次
郎
翁
の
追
想
＝
金
子
八
十
一
翁
／
北
川

梓
︹
３
１
〜
３
３
頁
︺
■
金
子
竹
次
郎
翁
の
追
想
＝
萬
屋
の
金
子
さ
ん
／

野
田
宇
太
郎
︹
３
３
〜
３
６
頁
︺
■
三
條
さ
ん
し
の
び
草
／
杵
屋
君
繁
︑

近
藤
雨
薊
︑
有
本
村
尾
︑
高
折
隆
一
︑
大
川
起
恵
子
︹
３
７
〜
４
０
頁
︺

■
雛
祭
り
／
金
子
竹
次
郎
︹
３
８
頁
︺
■
文
学
散
歩
郷
土
史
通
信
︹
４
１

〜
４
７
頁
︺
■
信
心
／
小
林
哥
津︹
４
８
〜
４
９
頁
︺■
執
筆
者
住
所︹
４
９

頁
︺
■
佐
渡
日
記
／
野
田
宇
太
郎︹
５
０
〜
６
０
頁
︺■
編
輯
室
よ
り︹
６
０

頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
二
十
三
号
﹁
特
集

今
日
の
武
藏
野
﹂

一
九
六
五
年

一
月

表
紙
絵
／
満
谷
国
四
郎

︻
目
次
︼
追
い
つ
め
ら
れ
て
行
く
武
蔵
野
／
向
井
潤
吉
︹
口
絵
︺
■
十
人

会
の
こ
と
／
石
田
幹
之
助
︹
１
〜
５
頁
︺
■
わ
が
武
藏
野
／
福
原
麟
太
郎

︹
５
〜
７
頁
︺
■
武
藏
野
今
昔
記
／
津
田
青
楓
︹
７
〜
１
０
頁
︺
■
武
藏

野
小
感
／
安
倍
能
成
︹
１
０
〜
１
１
頁
︺
■
バ
ル
ビ
ゾ
ン
今
昔
／
村
松
嘉

津
︹
１
２
〜
１
６
頁
︺
■
バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
宿
／
岩
村
透
︹
１
６
頁
︺
■
武

藏
野
の
思
い
出
／
大
木
惇
夫
︹
１
７
〜
１
９
頁
︺
■
蘆
花
の
家
の
こ
と
な

ど
／
伊
藤
整
︹
２
０
〜
２
３
頁
︺
■
練
馬
大
根
／
石
川
達
三
︹
２
３
〜

２
４
頁
︺
■
井
の
頭
公
園
で
／
小
田
嶽
夫
︹
２
４
〜
２
６
頁
︺
■
三
鷹
・

わ
が
町
／
今
官
一
︹
２
６
〜
３
０
頁
︺
■
武
蔵
野
の
風
／
野
田
宇
太
郎

︹
３
０
頁
︺
■
武
蔵
野
に
残
る
系
図
／
蔵
原
伸
二
郎
︹
３
１
〜
３
４
頁
︺

■
獨
歩
と
蘆
花
／
野
田
宇
太
郎
︹
３
５
〜
４
０
頁
︺
■
武
藏
野
／
國
木
田

獨
歩
︹
４
１
〜
５
７
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
２
１
＝
獨
歩
の
戀
の
林
／
野

田
宇
太
郎
︹
５
８
頁
︺
■
深
大
寺
異
変
︹
５
８
〜
５
９
頁
の
間
に
別
刷
挿

入
︺
■
獨
歩
の
日
記
／
桐
後
亭
︹
５
９
〜
６
１
頁
︺
■
華
や
か
な
晩
秋
／

網
野
菊
︹
６
２
〜
６
３
頁
︺
■
武
蔵
野
変
貌
記
／
澁
澤
秀
雄
︹
６
３
〜

６
７
頁
︺
■
武
蔵
野
の
秋
／
宮
田
重
雄
︹
６
７
〜
６
８
頁
︺
■
﹁
む
さ
し
﹂

語
源
考
︹
６
９
〜
７
１
頁
︺
■
本
の
紹
介
︹
７
１
頁
︺
■
山
河
抄
＝
武
蔵

野
哀
情
／
小
林
図
︹
７
２
頁
︺
■
山
河
抄
＝
越
の
松
原
／
山
本
修
之
助

︹
７
２
〜
７
３
頁
︺
■
啄
木
の
ふ
る
さ
と
／
浦
田
敬
三
︹
７
３
〜
７
４
頁
︺

■
銚
子
犬
吠
行
／
林
原
茅
蓬
︹
７
４
頁
︺
■
武
蔵
野
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
︵
文

学
散
歩
の
し
を
り
︶︹
７
５
〜
８
３
頁
︺
■
武
蔵
野
抄
／
小
池
吉
昌
︹
８
４

頁
︺
■
埼
玉
に
の
こ
る
武
蔵
野
／
榎
本
了
︹
８
５
〜
８
７
頁
︺
■
国
分
寺

遺
跡
︹
８
８
頁
︺
■
文
学
散
歩
郷
土
史
通
信
︹
８
９
〜
９
２
頁
︺
■
﹁
逃

野
田
宇
太
郎
と
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
総
目
次
︵
岡
野
︶
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げ
水
﹂
考
／
桐
後
亭
︹
９
３
〜
９
４
頁
︺
■
武
蔵
野
文
学
散
歩
＝
高
麗
／

野
田
宇
太
郎
︹
９
５
〜
１
０
５
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
規
約
︹
１
０
６

頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
二
十
四
号
﹁
文
学
散
歩
友
の
会
住
所
録
﹂

一
九
六
五

年
七
月

表
紙
原
色
／
奥
村
博
史

︻
目
次
︼
■
編
輯
記
︹
１
頁
目
の
前
に
別
紙
挿
入
︺
■
深
大
寺
周
辺
と
私

／
中
西
悟
堂
︹
１
〜
２
２
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
住
所
録
︹
２
３
〜

３
９
頁
︺
■
日
本
文
学
百
景
２
２
＝
別
れ
の
杉
は
枯
れ
た
／
野
田
宇
太
郎

︹
４
０
頁
︺
■
詩
三
篇
／
藤
森
成
吉
︹
４
１
頁
︺
■
草
村
北
星
の
こ
と
／

岡
野
他
家
夫
︹
４
２
〜
４
５
頁
︺
■
わ
た
く
し
の
指
環
／
奥
村
博
史
︹
４
６

頁
︺
■
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
コ
ン
ト
９
＝
キ
ュ
キ
ュ
ニ
ア
ン
の
司
祭
／
作
＝

ル
ー
マ
ニ
ー
ユ
︑
訳
＝
村
松
嘉
津
︹
４
７
〜
５
２
頁
︺
■
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

の
コ
ン
ト
１
０
＝
正
覚
坊
／
作
＝
Ｅ
・
マ
レ
ル
︑
訳
＝
村
松
嘉
津
︹
５
２

〜
５
６
頁
︺
■
獨
歩
の
武
藏
野
地
図
︵
資
料
︶
／
野
田
宇
太
郎
︹
５
７
〜

５
８
頁
︺
■
文
学
散
歩
郷
土
史
通
信
︹
５
９
〜
６
５
頁
︺
■
文
学
散
歩
友

の
会
の
バ
ッ
ヂ
が
出
来
ま
し
た
︹
６
５
頁
︺
■
伊
賀
越
の
道
︵
東
海
文
学

散
歩
残
稿
︶
／
野
田
宇
太
郎
︹
６
６
〜
７
６
頁
︺
■
文
学
散
歩
友
の
会
規

約
︵
昭
和
四
十
年
七
月
改
正
︶︹
７
７
頁
︺

﹃
文
学
散
歩
﹄
第
二
十
五
巻
﹁
特
集

明
治
村
記
念
号
﹂

一
九
六
六
年

九
月

表
紙
写
真
︵
明
治
村
の
風
景
と
建
物
︶
／
名
鉄
提
供

︻
目
次
︼
■
明
治
に
つ
い
て
／
野
田
宇
太
郎
︹
口
絵
︺
■
漱
石
と
明
治
気

質
／
津
田
青
楓
︹
１
〜
２
頁
︺
■
渡
し
船
と
﹁
は
や
舟
﹂
／
石
田
幹
之
助

︹
２
〜
４
頁
︺
■
隅
田
川
の
今
昔
／
徳
川
宗
敬
︹
４
〜
７
頁
︺
■
将
軍
と

オ
カ
ラ
／
菊
池
重
三
郎
︹
７
〜
９
頁
︺
■
塩
焼
く
煙
／
福
原
麟
太
郎
︹
９

〜
１
０
頁
︺
■
小
学
一
年
生
の
遠
足
／
高
橋
邦
太
郎
︹
１
０
〜
１
２
頁
︺

■
遠
足
と
活
動
／
渋
沢
秀
雄
︹
１
２
〜
１
５
頁
︺
■
中
学
入
学
試
験
の
思

い
出
／
い
ち
は
し
た
く
︹
１
５
〜
１
７
頁
︺
■
中
学
の
思
い
出
／
曾
宮
一

念
︹
１
７
〜
１
８
頁
︺
■
時
計
に
つ
い
て
／
藤
森
成
吉
︹
１
８
頁
︺
■
言

葉
の
変
化
／
村
松
正
俊
︹
１
８
〜
２
０
頁
︺
■
明
治
の
童
戯
／
原
田
種
夫

︹
２
０
〜
２
２
頁
︺
■
思
い
出
さ
ま
ざ
ま
／
村
松
き
よ
︹
２
３
〜
２
６
頁
︺

■
明
治
二
十
年
代
の
こ
ろ
／
平
塚
ら
い
て
う
︹
２
６
〜
３
０
頁
︺
■
日
露

戦
争
当
時
の
想
い
出
か
ら
／
原
田
琴
子
︹
３
０
〜
３
２
頁
︺■
明
治
の
隅
っ

子
／
小
林
哥
津
︹
３
３
〜
３
９
頁
︺
■
明
治
ッ
子
／
栗
島
す
み
子
︹
３
９

〜
４
０
頁
︺
■
日
露
戦
争
の
あ
と
／
村
松
嘉
津
︹
４
０
〜
４
２
頁
︺
■
明

治
の
父
親
と
江
田
島
／
岩
野
喜
久
代
︹
４
２
〜
４
５
頁
︺
■
静
か
な
東
京

／
小
堀
杏
奴
︹
４
６
〜
４
９
頁
︺
■
／
明
治
人
の
名
残
り
／
戸
川
エ
マ

︹
４
９
〜
５
１
頁
︺
■
明
治
時
代
の
庭
園
／
田
村
剛
︹
５
２
〜
５
４
頁
︺

■
美
し
き
か
な
十
九
世
紀
の
残
照
／
本
田
正
次
︹
５
４
〜
５
５
頁
︺
■
明

治
の
史
蹟
第
一
號
／
井
上
萬
壽
藏
︹
５
５
〜
５
７
頁
︺
■
明
治
の
温
泉
／
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市
島
成
一
︹
５
７
〜
５
９
頁
︺
■
桔
梗
屋
呉
服
店
の
こ
と
／
木
戸
久
︹
５
９

〜
６
１
頁
︺
■
明
治
の
環
境
／
藤
岡
通
夫
︹
６
１
〜
６
２
頁
︺
■
鍵
／
福

山
雪
︹
６
３
〜
６
５
頁
︺
■
明
治
村
／
野
田
宇
太
郎
︹
６
６
〜
８
３
頁
︺

■
明
治
村
の
作
文
＝
め
い
じ
む
ら
／
は
ん
だ
ち
え
こ
︹
８
４
〜
８
５
頁
︺

■
明
治
村
の
作
文
＝
明
治
村
に
つ
い
て
／
中
山
伸
幸
︹
８
５
頁
︺
■
猫
の

家
／
太
田
博
太
郎
︹
８
６
〜
９
０
頁
︺
■
｢建
築
﹂
と
い
う
言
葉
／
菊
池

重
郎
︹
９
１
〜
９
４
頁
︺
■
明
治
用
語
の
変
遷
／
春
山
行
夫
︹
９
５
〜

１
０
２
頁
︺
■
瓦
斯
灯
草
創
期
／
内
藤
邇
︹
１
０
３
〜
１
０
７
頁
︺
■
童

女
童
子
石
仏
記
／
徳
川
夢
声
︹
１
０
８
〜
１
０
９
頁
︺
■
明
治
の
書
簡
／

徳
田
一
穂
︹
１
１
０
〜
１
１
４
頁
︺
■
明
治
初
年
の
或
る
写
真
ア
ル
バ
ム

／
岡
本
良
知
︹
１
１
４
〜
１
１
７
頁
︺
■
明
治
の
佐
渡
／
山
本
修
之
助

︹
１
１
８
〜
１
２
１
頁
︺
■
明
治
文
化
に
関
す
る
文
献
／
岡
野
他
家
夫

︹
１
２
２
〜
１
２
４
頁
︺
■
明
治
を
憶
う
／
中
村
庄
八
︹
１
２
５
〜
１
２
８

頁
︺
■
読
書
回
顧
／
小
泉
五
郎
︹
１
２
９
〜
１
３
１
頁
︺
■
明
治
の
人
間

／
山
内
義
雄
︹
１
３
２
頁
︺
■
乃
木
さ
ん
の
思
い
出
／
松
方
三
郎
︹
１
３
２

頁
〜
１
３
４
︺
■
父
の
こ
と
／
向
井
潤
吉
︹
１
３
４
〜
１
３
５
頁
︺
■
Ｏ

先
生
の
思
い
出
／
石
中
象
治
︹
１
３
５
〜
１
３
８
頁
︺
■
明
治
初
期
の
石

版
画
目
録
／
吉
田
小
五
郎
︹
１
３
９
〜
１
４
３
頁
︺
■
あ
と
が
き
／
野
田

宇
太
郎
︹
１
４
４
頁
︺

資
料

﹁
文
学
散
歩
友
の
会
﹂
趣
意
︵
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
第
一
号
よ
り
︶

文
学
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と
は
︑
人
を
愛
し
︑
そ
の
人
を
育
て
た
風

土
を
愛
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
︒
人
間
の
歴
史
が
自
然
の
中
で
行

わ
れ
る
よ
う
に
︑
文
学
も
当
然
に
自
然
の
中
で
花
開
く
も
の
だ
か
ら

で
す
︒
野
田
宇
太
郎
の
﹁
文
学
散
歩
﹂
一
連
の
作
品
が
刊
行
さ
れ
始

め
て
か
ら
︑
す
で
に
十
年
に
な
り
ま
す
が
︑﹁
文
学
散
歩
﹂
と
い
う

名
称
は
い
つ
し
か
普
通
名
詞
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
そ
し
て
文

学
散
歩
の
読
者
を
中
心
に
始
ま
っ
た
﹁
東
京
文
学
散
歩
の
会
﹂
は
一

般
文
学
読
者
は
も
ち
ろ
ん
研
究
家
や
評
論
家
︑
詩
人
や
作
家
そ
の
他

歴
史
に
興
味
を
も
つ
人
々
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
︑
今
日

で
は
東
京
以
外
の
各
地
で
も
︑﹁
文
学
散
歩
の
会
﹂
ま
た
は
そ
れ
に

類
す
る
催
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
︒
特
に
文
学
や
国
語
教
育

の
関
係
教
師
︑
学
生
等
の
参
加
が
目
立
つ
て
来
て
い
る
こ
と
は
︑
文

学
散
歩
が
社
会
教
養
と
い
か
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
か
を
︑
雄
弁
に

物
語
る
も
の
だ
と
い
え
ま
し
よ
う
︒
し
か
し
︑
各
地
方
に
亙
る
文
学

散
歩
の
同
好
者
は
︑
今
日
ま
で
お
互
い
に
交
流
す
る
機
関
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
︑
貴
重
な
発
見
や
研
究
な
ど
も
︑
そ
の
ま
ゝ
発
表

す
る
機
会
も
な
く
埋
れ
さ
す
よ
り
ほ
か
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
︒
ま

た
︑
各
地
で
﹁
文
学
散
歩
の
会
﹂
そ
の
他
芸
術
や
歴
史
に
関
す
る
有

意
義
な
催
が
あ
っ
て
も
︑
そ
の
好
機
を
逸
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

野
田
宇
太
郎
と
雑
誌
﹃
文
学
散
歩
﹄
総
目
次
︵
岡
野
︶
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思
わ
れ
ま
す
︒
そ
こ
で
今
回
か
ね
て
か
ら
の
同
好
者
の
熱
心
な
要
望

に
応
え
て
﹁
文
学
散
歩
友
の
会
﹂
を
組
織
し
︑
そ
の
機
関
誌
と
し
て

﹁
文
学
散
歩
﹂
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑

会
員
相
互
の
連
絡
が
保
た
れ
︑
全
国
的
な
﹁
文
学
散
歩
の
会
﹂
の
動

き
や
︑
そ
れ
に
伴
う
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
毎
月
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
︒
ま
た
こ
の
こ
と
は
︑
将
来
の
日
本
文
学
の
発
展
の

た
め
に
︑
お
互
い
の
教
養
と
情
操
と
を
高
め
る
た
め
に
︑
ひ
い
て
は

日
本
文
化
を
い
つ
そ
う
明
る
く
す
る
た
め
に
も
な
る
と
信
じ
ま
す
︒

参
加
希
望
者
は
別
項
﹁
文
学
散
歩
友
の
会
﹂
規
約
を
ご
参
照
の
上
︑

至
急
お
申
込
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

文
学
散
歩
友
の
会

責
任
者

野
田
宇
太
郎

付
記野

田
宇
太
郎
が
発
行
に
関
わ
っ
た
雑
誌
﹃
文
藝
﹄︵
一
九
四
四
年
十
一

月
〜
四
五
年
十
二
月
︶
と
﹃
藝
林
閒
歩
﹄︵
一
九
四
六
年
四
月
〜
四
八
年

十
月
お
よ
び
一
九
五
四
年
十
月
〜
五
五
年
三
月
︶
に
つ
い
て
は
︑
井
上
洋

子
が
﹃
背
に
廻
っ
た
未
来

︱
小
郡
市
政
三
十
周
年
・
野
田
宇
太
郎
文
学

資
料
館
十
五
周
年
記
念
誌
︱
﹄︵
野
田
宇
太
郎
文
学
資
料
館
︑
二
〇
〇
二

年
十
二
月
︶
の
な
か
で
そ
の
総
目
次
を
発
表
し
て
い
る
︒
編
集
者
と
し
て

の
野
田
宇
太
郎
の
業
績
に
つ
い
て
は
︑
こ
の
文
献
も
併
せ
て
ご
確
認
い
た

だ
き
た
い
︒

︵
お
か
の

ひ
ろ
ゆ
き
・
皇
學
館
大
学
文
学
部
国
文
学
科
准
教
授
︶
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